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　「自費出版」という言葉を耳にされたことがあ

るかと思います。自費出版とは書物を出版する際

にその費用を出版業者に負わせず、自分で負担す

ることです。個人で自分史や作品集を出版するこ

とはもちろん、企業の社史やPR本なども一種の

自費出版といえます。毎年膨大な数の自費出版物

が刊行され、商業出版物と並ぶ出版文化の重要な

担い手となっているのは

ご承知のことでしょう。

　一方で、営利目的の商

業出版と異なり、自費出

版物は流通機構になかな

か乗ることができず、著

者の苦心が報いられるこ

と、世に知られることも

極めて少ないというのも

事実です。

　しかしながら、自費出

版においても─むしろ売

ることが目的ではないだ

けに─真摯な研究結果や

売るための虚飾を廃した

作品等、すぐれた創作物が多数生まれているはず

です。そんな自費出版物に光を当て、著者を讃

え、かつ自費出版の再評価、活性化と促進を目的

とした賞があるのをご存じでしょうか？

　今回は、そんな自費出版文化の振興のために

1997年に創設され、今年度第７回を迎えた「日

本自費出版文化賞」に入選した作品をご紹介しま

しょう。小堀文一著『丁卯生まれ』（フジペン

社・2003年12月刊）です。

　著者の小堀文一氏は昭和２年（1927）古河生

まれ。長い勤め人生活ののち、1991年ごろから

文筆活動に専念。平成８年（1996）に短編小説

「こおろぎ」で第27回埼玉文学賞を受賞してい

ます。文芸誌『修羅』同人であり、主な著書は、

『一族』（夢想舎）『古河の夕映え』（フジペン

社）『ある詩人の肖像』

（三一書房）などがありま

す。

　この『丁卯生まれ』は埼

玉文学賞受賞作「こおろ

ぎ」をはじめ、著者がこの

10数年間に『修羅』や埼

玉新聞文芸欄に発表した数

多くの作品の中から小説６

篇、エッセイ・随筆10篇

を収録しています。もちろ

ん、「川と十字架」などの

古河を舞台にした作品も含

まれています。

　そしてそのいずれもが好

作品ですが、それもそのはず。『丁卯生まれ』

は、著者自身が「この十年間、書くことに明け暮

れた」と述べているように、10数年の精力的な

創作活動を凝縮したともいえる作品集であるので

す。

　決して派手ではありませんが、古河出身の著者

の地道な創作活動が評価されたことは喜びに堪え

ません。
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　カードやコインなどを使ってテーブル上で行う

手品をクロースアップ・マジック（以下手品）と

いいます。一般には、テーブル・マジックの名で

親しまれています。今回は趣味で始めた手品で、

多彩な活躍をしている竹内脩さんにお話を伺いま

した。

「現役時代は自動車関連の企業に勤め、海外勤務

も長く仕事に没頭してきました。退職後、社会福

祉協議会の方から、高齢者の生きがい事業に参加

するようお誘いを受け、入浴介助のボランティア

と手品を始めました。福祉の森会館の『ふれあい

の湯』が活動の場所でした。8年前のことです。」

「会館に来る皆さんに手品を見て楽しんでいただ

くことが目的でしたが、幸い好評で公民館講座の

講師を任されるようになりました。その後、手品

の愛好者も増え、数年前からは、JR東日本主催
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竹内　脩さん
（鴻巣・80歳）

おさむ
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